　電気分解の秘密
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

塩化銅の電気分解のくわしい事情を調べよう

物が水にとけるとはどういうことか

☆例えば，食塩（塩化ナトリウム）が水に溶けるということは・・・

○白い食塩の粉が，水の中で見えなくなる。

　　　→食塩の粒が水の中で（　　　　　　　　）くらい，

（　　　　　　　）なって，水の中で（　　　　　　　　　）こと。

　　　右のビーカーにそのイメージ画を書いておこう。→

電気分解で中のものを取り出そう

◎塩化銅も電気分解してみよう

	物質名
	化学記号
	＋極から出るもの
	－極から出るもの

	塩化銅
	
	
	

	酸化水素（水）
	
	
	

	塩化水素（塩酸）
	
	
	


◎＋極から出やすいもの
（




）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　＋極に引かれるものは（　　　）の性質をもっているはず。

◎－極から出やすいもの
（




）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　－極に引かれるものは（　　　）の性質をもっているはず。

☆塩化銅も水に溶けて（　　　　　　　　　　　　　）になっている。


塩化銅は，（　　　　）と（　　　　）からできている。（電気分解の結果）

　　そして，（　　　　　や　　　　）の性質を持っているはず。

◎塩化銅が水に溶けている状態を絵で書いてみよう　　→

　　
銅の粒……（　　　　）の性質　　（　　　）の電気を持っている

塩素の粒…（　　　　）の性質　　（　　　）の電気を持っている

☆電気を持った粒（原子）を（　　　　　　　　　）という。

→液体に電気が流れるということは，中に、↑これが入っているということ。

塩化銅１粒が水に溶けて電気を持つ様子を模型で調べよう

模型：

記号：　（　　　　　　　　）　　→　　　（　　　　　　　　）　　　＋　　　（　　　　　　　　）

　　☆ちなみに，スプーン1杯の塩化銅には，塩化銅の原子の粒が，6000000000000000000000粒入っている。

塩化銅の電気分解の様子を模型を動かしたりして確かめよう





　　　　マイナス　　　　　　プラス


塩化銅は水中で　　　　　　と　　　　　　にわかれ，それぞれ電極に引かれていた

